
毎週土曜日 全7回 午前10時～12時

会　場 横浜商科大学つるみキャンパス
　　　　133教室
受講料：全回申込5,000円・
　　　　1回のみ申込1,000円/回。
　　　　本学学生は受講無料。
後　援：横浜市教育委員会
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▲ 777 281616666平成 年24 月 日 日月
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横浜商科大学公開講座　申込書

はがきに住所・氏名・年齢・性別・電話番号を記載し、
下記までお申し込みください。
平成24年5月28日（月）～6月11日（月）
全コース：5,000円 （事前にお申し込みいただき、受講料は初回に受付でお支払いください。）
各 1 回：1,000円 （事前にお申し込みいただき、受講料は当日受付でお支払いください。）

本学学生の皆さんは「事前登録」により受講料が無料となります。
下記E-Mailアドレスに受講日・学籍番号・氏名を明記してお申し込みください。

平成２４年度

◆ 申込方法

◆ 申込期間
◆ 受　講　料

◆ 本学学生の受講

◆ お問い合わせ・お申し込み

【応募要項】

〒２３０-８５７７  横浜市鶴見区東寺尾4-11-1

横浜商科大学  公開講座係
TEL 045-583-9016  
E-mail:skj@shodai.ac.jp  http://www.shodai.ac.jp

「震災後、
　　日本のかたち」

平成２４年度横浜商科大学公開講座（通算第２９回）

住　　所

申込内容

全コース申込

任意の回のみ受講される場合は、日付に○をしてください。

〒　　　－
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講 座 の ご 紹 介
　３.１１の東日本大震災は、日本国民全体に対して危機意識を植え付

け、かつそれを個々人および日本が抱える問題と結びつけさせる大災害

であった。この震災がもたらした被害は、家屋の倒壊や津波による水害

のみならず、日本のエネルギーの中核を担うに至っていた原子力発電所

の事故およびそれに伴う放射能汚染など数え上げればきりがないものと

なっている。特に、原子力発電所の事故は、発電量不足による節電が求

められているし、放射能汚染は、健康被害、土壌汚染さらには食品汚染

まで拡大し、今現在もその脅威が存在し続けたままである。

　この震災がもたらしたものは、日本の危機と同時に日本が抱えていた

問題を表面化させたことであった。震災から１年以上が経過し、日本国

民が共有しかつ抱えている問題は、「絆」という文字に象徴されるよう

に、少しずつではあるが、その解決に向けて歩み始めているともいえる。

　今回の東日本大震災がもたらした複合的な被害の根幹をなす「想定

外」という用語は、将来の震災や他の原子力発電所への危機管理を実行

することやリスクを検討するにあたって、熟考されている。このような

「想定外」のリスクを削減することは、日本のこれからのあり方を方向

付けるのみならず、将来の我々の生活のあり方にも、影響を与えるであ

ろう。つまり、震災後においては、将来に向けた日本の「かたち」作り

が議論され始めており、その議論は、我々の現在はもとより将来の生活

に直接的に影響を与えるものとなっている。

　そこで、本公開講座では、各分野の専門家により、震災を体験した

我々が日本の「かたち」あるいは国作りをどのように考えるべきかにつ

いて、わかりやすく解説してもらい、そこでの問題意識を講座受講者で

共有することを目的として設定している。

担当者：柳田義継・吉田武史
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お貼り下さい。

●生麦駅（京浜急行線）より徒歩約１５分
●大口駅（JR横浜線）より徒歩約２０分
●鶴見駅（JR京浜東北線・鶴見線）西口バスターミナル３・４番
のりばより全てのバス（市営３８横浜駅西口行・鶴見駅西口循環
他、市営４１新横浜駅行・川向町行他）で飯山下車、徒歩約５分
●横浜駅（JR線・東急東横線・みなとみらい線・京浜急行線・
相鉄線・横浜市営地下鉄）東口バスターミナル１５番のりばより
全てのバス（市営７川崎駅西口行・２９鶴見駅行）で岸谷下車、
徒歩約５分
●菊名駅（JR横浜線・東急東横線）より市営バス４１鶴見駅西口
行で飯山下車、徒歩約５分

※ご不明な点がございましたら、表面に記載のホームページをご覧になるか、
公開講座係までお問い合わせ下さい。

【つるみキャンパス交通アクセス】

【日程案内】時間は各回とも10：00～12：00です
講   師講   義   内   容開 講 日

6/16 本学准教授
柳 田 義 継
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「震災後、日本のかたち」

震災時におけるITの活用

6/23 本学教授
櫻 井 宏 征2 「想定を超えた大震災に、

  リスク管理の根本的見直しを迫られる宿泊業」
6/30 本学教授

渡 部 哲 郎3 「原発」問題 －ヨーロッパ社会の受け取り方と対応
 Hiroshima-Nagasaki-Fukushima

7/  7 本学教授
高 橋  浩4 「震災後の教育の課題」

7/14 明治大学法学部特任教授
童  適 平5 「中国経済の現状と日本経済の復興」

7/21 本学教授
小 濱  哲6 「観光と防災」

7/28 本学教授
伊 藤  穣7 「東日本大震災が電力改革に与えたインパクト」




